












は じ め に
平成5年 度か ら始 まった文部省重点領域研 究 「総合的地域研究の 手法確 立一 世界 と地域
の共 存のパ ラダイ ムを求 めて」(略 称:総 合 的地域研究)は 、今年度 をもってい よいよ4
年間 の研 究活動 を閉 じるこ とにな りま した。 この4年 間、総括班 と6班 の計画研 究班 を中
心 に延べ25班 に のぼる公募研 究班の協力の もと、 シンポ ジウム、研究集 会等を開催 しな
が ら、 さま ざまな視点 か ら地域研 究にっいての課題 が検討 されて きま した。研究 対象地域
と しては東 南アジ アに中心をおきつっ も、他 地域 との比較や連関の もとにそれぞれ の地 域
の個性 を明 らかに しよ うとする斬新な研究が試み られま した。 この4年 間の研究 の経過 と
成果 は、 この重点領域研 究の季 刊誌 として刊行 された 『総合的地域研究』(創 刊 準備 号～
第16号)お よび各班の成果 をと りま とめた 「成果報告書シ リーズ」(第36号 ま で刊行)
と して公刊 されて います が、その他の媒体 を通 じて、今後 も さまざまな形 で公表 され てい
くこ とにな ります。
4年 間の研究活動 を振 り返れば、 当初の課題 に どこまで迫 りえた のか、反省 しなけれ ば
な らない面 も少な くあ りませ ん。 しか し、地域研究に関わ る数多 くの分野 の研究 者 が一 っ
の地域 を対象 に共通 の意 識 をもって共同研 究 を推進で きた こ とは、今後 の地域研 究 の展 開
に とって一つ のエ ポ ックた りえたのではないかと自負 している ところです。昨年の秋 には、
こ うした共同研 究 を世に 問 うために、"SoutheastAsia:Globa1AleaStudiesfbrlhe21stCent田y"
と題す る国際シンポ ジウム も開催 する ことができま した。 この記録 はすで にプロ シーデ ィ
ング として公刊 され ていますが、今 もこのプ ロシーデ ィングの寄贈依頼が あ り、 内外 にお
ける地域研 究への関心 の高 さを感 じています 。
この重 点領域研 究の初年度 か ら、毎年 、年 度末にその年 の研究経過 を研 究代表 者 に とり
ま とめていただい て、 「活動の記録 」を刊行 していますが、本号は、その 最後の 「活動 の
記録 」 とな ります。 この刊行 をもって、プ ロジ ェク トと しての活動 を締 め くくるわ けです
が、 これま での研究成 果や地域研究への今 後の展望にっい ては、来年度以 降に別 途 の出版
物 を通 じて世に間 うこ とになろ うか と思います。総括班 を中心 に、現在、 とりま とめのた
めの構想 を練 って いる ところです。
4年 間の私た ちの経験 が今 後の地域研究の展開 にさ らに貢献で きるこ とを願 っ てお りま
す。 終わ りにあた り、 「総合的地域研究」の推進 にご尽力 ・ご協力 いただ いた全 ての皆様
にお 礼申 しあげます とともに、今後 とも皆様 の一層の ご協力 をお願 いす る次第です。
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